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であるといえる。日本は 2003 年から EUの戦略的パートナー国となっている。2011 年 5

































































































































































21．  ASEANと EUは長年にわたる重要なパートナーであり、EUは 1977 年に ASEANの最
初の 「対話パートナー」の一つとなった。2008 年の ASEAN憲章の採択および 2015 年ま









































































































１）  2007 年 12 月 20 日採択の理事会ガイドライン。
２）  本文書における東アジアとは、北東アジアと ASEANの全体を含む。
３）  2010 年には EUと中国の二国間貿易は 3,951 億ユーロ、EU総貿易額の 13.9％を占めており、対して
米国とは 4,116 億ユーロ（EU総貿易額の 14.4％）であった。ここで引用されたすべての統計は、ユー
ロスタットからのものである。
４）  2006-09 年の平均では、ASEANへの EUの対外投資は、中国に対する 62 億ユーロ、日本に対する 27
億ユーロに比して、157 億ユーロに達した。EUへの投資は、日本より 90 億ユーロ、ASEANより 56
億ユーロ、中国より 7億ユーロである。
５）  EUの最新の経済予測（2011 年春）では、EUの 1.8％（および地震の影響を受けた日本の 0.5％）に
対して、2011 年の GDP成長率は中国 9.3％、インドネシア 6.1％、そして韓国 4.4％とされる。
６）  訳者注：原文では the ASEAN Treaty of Amity and Cooperation（ASEAN友好協力条約）とされて
いるが、このような条約は存在しない。Treaty of Amity and Cooperation in Southeast Asia（東南
アジア友好協力条約）の誤標記であると考えられるため、本文中の標記は「東南アジア友好協力条約」
とする。

